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418.ランニングにおけるピッチとストライドの変化が
筋肉の酸紫動態に及iます影響。杉mIEW戸、久野総也治、藤銘銘議1)、
松滋紀子li、小林覚巡り
1)東京大学大学続生命環境科学系
2)筑波大学先立詩学際鍛域研究センタ…
{密約}長距離走では、各選手が識も効率的であるような
ピッチとストライド伎の緩み合わせが婆求される。これまで
にある…定の速度を定る綴にピッチや渉錨をいろいろ変化さ
せた符のエネルギー消資援を比較した絡来、ランナーがピッ
チやストライ!と、長をj認定されずに自熱に走る時が滋も効端的
であったととが報告されている。本研究では、そのメカニズ
ムを瀦ベるお的で、低速度と j官~j準設についてそれぞれ4議類
の築なるピッチでのランニングを行わせ、議なるピッチのラ
ンニングが鱗索摂取援や心始数および郷の筋肉酸紫動態(近
赤外分光法)に及ぼす影響を検討した。
f方法1対象:路上競技の1:J・長距離選手を含む弟子10名(年
齢24.2:と3.9::t.身長171.1:J:4.5飢体箆62.6土7.3kg，体議
滋たりVOzlm:は61.4()土6.68ml/均/分)(平均緩土SD.以下
関じ〉であった。方法:低迷度(60%VOzmax).高速度(80%
VOzrnax)の2速度において、自由走行に加えそれぞれ4議綴
の異なるどッチ(自由走行時のピッチを2事態として、十5--7
%、十10""12%、-5---7%、-10--12%)でのランニング
を各4分間ずつ行わせた。この時の換気畿、駿議摂取縁、心拍
数、邸中乳酸濃袋、およびω町四日b.Mb濃度の変記〈近務外
分光経鐙(オムロン社製)を熊い、布2部勝腹筋の外部j部分の
筋綾位鍛〉を誤.11定した。
f結果J受ぴ考癖1自tJ:1lを好・低迷持の換気議、綾索摂取議、
心掛数および血中乳被濃度の平均緩はそれぞれ、 58.3土7.81/
分、 88.1G土5ふ4mllkgl分、 143.9土8.0拍/分、1.34土0.58
mnぬIIを訴し、 1省連時では!埼訟の艇にそれぞれ80.3土9.81
分、 50.22玄6.31mllkgf分、 167.1二と8.4拾/分、 2.58土0.55
mmolllであった。 4滋類の異なるピッチでのランニング持の
綴は.換気議，綾議摂取滋および心釣数においては抵.議速
器寺ともにいずれの条件においても自由進行時の緩よりも有窓
に潟{誌をぶしたり血中乳酸濃度については、鉱速時ではピッ
チを議も少なくした条件 (-10---12%)にのみ帯意に高い銭
(1.55土0.6討を示し、 i高速時では、ピッチを最も少なくし
た条件と多くした条件付10---12%)で自由走行時見比べ
有意に潟綴(それぞれ3.18:と0.92，2.97土0.74)を示したe
筋の襲安講~llVl態を示すとされているωcy-Hb. Mb濃度〈運動中
の平均吸光{交を指様)については、前VP乳酸濃度の動態とiま
ぽFf:tI様の傾向をえ去した。以上のととから、ランニングにおけ
るピッチやストライドを変化させた場合の生体における生礎
的部容が換気畿、機紫摂取議および心拍数む反応と筋の綾紫
動態や血I:tJ乳費支濃度などの米織の反応とは異なることが示唆
された@
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